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当科では過去5年間に成人腸蛋横症 竣例を経験 した.

上行結腸癌 ･回盲部癌によるものが各 ま例ずつ,術後イ

レウスの診断で開腹 し腸墓磯と判明したものが2例であ

る,蚤鱗部位は4例とも回腸-上行結腸塾であるが,節

後イレウスとして発症 したうちの 1例は開腹下での整復

碓1)一再-3日に再度回腸 -.車用昏型L:')腸重積を生 し守二.

勝義横症は理学所見に乏 し言､ため術前診断は画像所見

によるところが大きい,CT をこよる腸管内藤療像は泰症

に特徴的な所見であり, 3症例で術前診断が可能であっ

た.CT所見を中心に若干の文献的考察を加えて報告す

ノ工

27)虫垂粘液腫 による勝義横の 1例

林 光弘 ･梅原 有弘
蛭Hl 浩史 ･広円 Tlf.料 (.:i･ ･

虫垂に腰痛が発生することはその良悪性にかかわらず

稀とされているが,奪回我々はその中で屯比較的少ない

とされている虫垂粘液層が墓帝症を併発 した症例を経験

したので報告する.症例は78歳男性サ平成 7年 8月6日

より食思不振,および腹痛出現, 8月11日近医受診,右

下腹部をこ腰痛を指摘され当科紹介となった.初診時の 腹

部理学所見では右下腹部をこ軽度の圧痛と腰痛を触知ずる

も筋性防御は認めなかった.また,検血生化学所見では

CRl)1.TTllgdlと軽度しり上梓を認めたが,他iこ異常値

は左か-,た. しかし糎部超音波検査にて右下醸部の腫境

塞を疑い,同日緊急手術となった.開腹所見では虫垂駁

部を先進部とした勝義硬であったが周章的整復は困難で

あり,また悪性腰癌による腺登横 も否定 しえなかったた

め右半結腺切除術を施行 した.切除標本で虫垂粘液腫で

あると診断された.術後経過は良好で手術後節1洩病日日

の8月25日に退院 した.今回は術前の超音波検査が緊急

手術決定に有岡であった症例と考えられる.

28)女性虫垂炎と卵管炎との鑑別

大谷 哲也 ･長谷川 潤 溜 毘赤十字病院)

【目的】当村で入院治療 された女性の急性虫垂炎例を

検討 し,保存治療する際の卵管炎との鑑別法を求めた.

【対象】最近 6年間に当科で入院治療 された女性の急性

虫垂炎1()6例 (手術56例,保存治墳50例)を検討 した.

【成績】手術例の術後診断は虫垂炎46例,卵管炎7例,

大勝憩室炎2例,腸炎 1例であった.この卵管炎例の術

前病態を検討すると,i)悪心,噛畦などの消化準症状

が少ない,2)腸雑音の聴取可能,3)デファン弟が少な

い,射 駄門指診で子宮の圧痛を認めた.そこで保存治

療 された50例の内,腹免 感冒症鮫群などを除外 した39

例を検討 したところ,虫垂炎と診断されたのはわずか8

例で3ま例は卵管炎であった.手術された虫垂炎例,保存

治療 された虫垂炎例,卵管炎例の三者間で術前の白血球

数,入院 日数に差はなかった.

E結語3保存治療 された女性虫垂炎例の80%は卵管炎

であったと考えられた.

29)急性虫 垂 炎 手術例の検討

- 英弘痛 暗 俊率 (詑 発露健康保険)

【日的 ･対象】1987隼3廿1:i降当村て経験 した急性虫

垂炎手術例162例を対象とし,術前の状態から急性虫垂

炎の蛋症度を予測できるかどうかを検討 した,

E方法ヨ虫垂炎の程度は① cata汀hdis② phlegmomosa

③ 宮amgrenOSa㊨ perforatiorH こ分け亨統計学的検討

は がte弧 対応のない Wiicoxon検亀 KTuSkal-Waユlis

検定を用いて行---､た.【結果】虫垂炎t')重症度と関係ハ

ある尚子は,発症から手番 までの時間 毎-0.0003),

白血球数 しp-0.0005㌦ 年齢 (p-0.()()12l,筋性防御

の有無 (p-0.O405)で,初発抱痛部位では騨 間園部痛

(p-O.(14鮒1-で蚤症例が皐か一･,た.またr1-女~比 (p二=0.0757)

や ~F和 ')有 無 (p-O.(二跳1トでも傾向を示したが,Blumtllrg

徴候の有無 (p-O.38541,直腸 ･膳窟LT)体温差 しp-0.1117)

や腹部魔窟波検査上所見のあるなし (p-0.2204)では

差は認めなかった.監結論ヨ急性虫垂炎の重症度を予測

する因子としては,発症から手術までの時間,由血球数,

年齢,筋性防御の有観 初発腹痛部位 (贋周囲部痛)那

重二葉で香る.

30)急性虫垂炎における保存的治 療 の 検 討

川口 薬弘 棚 噂 俊幸 (詑 賢 買 健 康保険)

【目的 ･対象】1989年4月以降当科では,白血球数が

13.000m m 3以下で筋性防御を伴わない急性虫垂炎症

例に対 し保存的治療を選択 してきた.現在までに保存的

治療を選択 した79例を対象とし 保存的治療の妥当性に

つき検討 した.【方法】t上下の点iこつき検討 した.(手 保


